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Abstract
The purpose of this paper is to re-examine the happiness index and its determinants 
using individual questionnaires conducted by the authors in order to explore 
the source of Japanese happiness. We reflected the explanatory variables that 
were pointed out in the previous research, the explanatory variables that were 
insufficiently verified, and the explanatory variables whose verification results 
differed by the previous research in the analysis model, and re-examined the 
determinant structure of the happiness index. In addition, we analyzed using three 
types of happiness index, Subjective Well-Being (SWB), Life Satisfaction (LS) and 
Dienerʼs Satisfaction With Life Scale (SWLS), and we also focused on influence of 
the difference of these happiness indices.
† 愛知大学経済学部教授，tsuji@vega.aichi-u.ac.jp
‡ 広島修道大学健康科学部教授
― 53 ―1
１．はじめに1
　本稿の目的は，日本人の幸福の源泉を探るべく，筆者らが独自に実施した
個人向けアンケート調査の個票を用いて，幸福度指標とその決定要因に関す
る再検証を行うことである。
　日本人の幸福感に関する実証的研究は2000年代の中頃から活発化した
が，先駆的な研究としては，Ohtake and Tomioka（2004），大竹（2004），
筒井・大竹・池田（2005），白石・白石（2006），白石・白石（2007），松
浦（2007），佐野・大竹（2007），山根・山根・筒井（2008），Oshio and 
Kobayashi（2009）などが存在する。これらの先行研究では，労働と幸福
感，ワークライフバランスと幸福感，ライフステージの変化と幸福感，居住
地域と幸福感，所得格差と幸福感の関係など，様々な視点で分析が行われて
おり，日本人の幸福感の規定要因について，それぞれ興味深い結果が報告さ
れている。
　しかし，幸福度指標とその決定要因構造は，理論的にも経験的にも未だ十
分に確立されていない。研究蓄積の厚みが増しているにも関わらず，幸福感
を捉える決定的な幸福度指標が存在するわけではなく，また，先行研究にお
いて示唆された重要な決定要因が後継研究の幸福度関数の推定に十分に反映
されていないケースが散見されるなど，日本人の幸福感を規定する要因につ
いては研究者間で十分にコンセンサスが得られていない。もっとも，データ
制約や仮説設定の違いなどの理由で，想定する関数構造が異なることは致し
方ない面もあろう。しかし，多くの先行研究で重要性が指摘されている決定
要因を欠落したまま，幸福度関数を推定することは推定結果に深刻なバイア
1 本研究は JSPS 科学研究費補助金（基盤研究（C）16K03675 研究代表者 辻 隆司）の助成
を受けたものです
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スをもたらす可能性がある。現状としては，各研究者の独自の考えや直感的
な設定等に頼っているが，わが国の幸福度研究のさらなる発展を望むために
は，先行研究の経験的知見に基づき，より頑健な結果を求めて検証を重ねる
ことが重要である。
　そこで本稿では，日本人の幸福感を表す幸福度指標とその決定要因につい
て再検証し，後継研究に基盤的知見を与える。先行研究から得られた知見を
もとに，重要性が指摘された説明変数や検証不十分な説明変数，先行研究に
よって検証結果がわかれている説明変数等を導入し，幸福度の決定要因構造
を改めて検証する。分析対象とする幸福度指標は，主観的幸福度（Subjective 
Well-being, SWB），生活満足度（Life Satisfaction, LS），Diener の人生満
足度（Satisfaction With Life Scale, SWLS）の３種類を採用し，幸福度指
標の違いの影響にも着目して分析を進める。そして，これらの分析結果をも
とに，日本人の幸福感に関する基本的な決定要因構造を模索する。
　以降においては，まず，使用データについて解説する。次に，推定方法と
幸福度関数の設定について説明する。そして，推定結果の詳細についてまと
め，最後に結論を述べる。
２．使用データ
　本稿で使用したデータは，全国の18歳以上の男女を対象に実施したイン
ターネットアンケート調査（「日常についてのアンケート」）の個票である2。
幸福感に関する質問に加えて，年齢，性別，所得，資産，学歴，職業，家
族構成，住居，健康状態，価値観，生活習慣，居住地域などの個人属性要
因を様々な観点で把握している。調査期間は，2019年１月31日（木曜日）
2 調査設計と調査票の作成は筆者らが行い，インターネット調査の回答依頼・回収等はイ
ンターネット調査の専門会社であるマイボイスコム株式会社に委託した
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～２月６日（水曜日）の一週間であり，平日と土日を含む期間で実施して
いる3。有効回収数は5,470件4であり，サンプル割付けは，性別（男性，女性），
年齢（30歳未満，30歳以上60歳未満，60歳以上），地域（東京23区，一都
三県（東京都（除く，東京23区），千葉県，埼玉県，神奈川県），政令指定
都市（除く，一都三県内の政令指定都市），その他地域）を軸に，なるべく
均等に回収できるように調整した5。
　既述のとおり，今回の分析で採用した幸福度指標は，主観的幸福度，生活満
足度，Diener の人生満足度の３種類である。「幸福の経済学」では，主観的
幸福度を採用している先行研究が多いが，生活満足度も伝統的によく用い
られている。生活満足度と主観的幸福度のどちらを採用するべきかについ
ては，先行研究ごとに取り扱いがわかれており，明確には定まっていない。
また， Diener の人生満足度は， Diener, E., Emmons, R. A., Larsen, R. J., & 
Griffin, S. （1985） によって提唱された幸福度指標であるが，経済学分野にお
ける日本人の幸福感の実証的研究では，ほとんど採用されていない。しか
し，幸福学全般の先行研究では，よく用いられる代表的な指標の一つであり，
分析対象として検証する価値は高い。今回の分析で用いるアンケート調査で
は，主観的幸福度，生活満足度，Diener の人生満足度のいずれの質問も把握し
ているため，本稿ではこれら３種類の指標を分析対象として議論を進める。
　なお，それぞれの幸福度指標の把握方法は次のとおりである。まず，主
観的幸福度に関する具体的な質問方法は，「全体として，あなたは普段どの
程度幸せだと感じていますか」と質問し，「とても幸せ」を10点，「とても
3 平日と休日では心理的な状況が異なる可能性が高く，また，同じ平日でも休日明けと休
日前ではやはり心理的状況が異なると考えられたため，回答バイアスを極力避けるために
調査期間を１週間とし，なるべく万遍なく回答を収集できるように調整した
4 調査対象はマイボイスコム株式会社が有する全国約110万人のアンケートモニターから
抽出した
5 サンプル割付ごとの有効回収数や，アンケートの回答者属性は後掲参考図表を参照され
たい
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不幸」を０点として11段階の順序尺度で回答を得ている。生活満足度につ
いては，「全体として，あなたは現在の生活に満足していますか」と質問し，
「とても満足」を10点，「とても不満」を０点として11段階の順序尺度で回
答を得た。そして，Diener の人生満足度は，「ほとんどの面で，私の人生は
私の理想に近い」，「私の人生は，とてもすばらしい状態だ」，「私は自分の人
生に満足している」，「私はこれまで，自分の人生に求める大切なものを得
てきた」，「もう一度人生をやり直せるとしても，ほとんど何も変えないだろ
う」の５種類の質問に対して，７件法（１＝まったく当てはまらない，２＝
ほとんど当てはまらない，３＝あまり当てはまらない，４＝どちらともいえ
ない，５＝少し当てはまる，６＝だいたい当てはまる，７＝非常によく当て
はまる）で回答を得て，これら５種類の質問の数値を合計して人生満足度の
総合得点を算出した。このため，最小値は５点，最大値は35点のスケール
となり，総合得点が高いほど自身の人生に満足しており幸福感が高く，逆
に，総合得点が低いと人生に不満が多く幸福感が低いと判断できる。
　なお，今回の分析に用いた幸福度指標（主観的幸福度，生活満足度，
Diener の人生満足度）の基本統計量は，図表１のとおりである。それぞれ
の平均値は，主観的幸福度が5.979点，生活満足度は5.867点，Diener の人
生満足度は18.681点である。また，中央値は，主観的幸福度が６点，生活満
足度は６点，Diener の人生満足度は20点である。図表２のヒストグラムを
確認すると，主観的幸福度と生活満足度の分布形状は，５点～８点の頻度が
多くなっており，概ね類似している。ただし，部分的には違いもみられ，最
頻値を比較すると，主観的幸福度は５点であるのに対して生活満足度は８点
となっている。Diener の人生満足度はスケールが異なるため単純には比較
できないが，主観的幸福度と生活満足度の分布形状とは様相が異なる。全体
的には最頻値の20点を境にほぼ左右対称に分布しているが，10点未満の頻
度が31点以上の頻度と比べると相対的に多くなっている。とりわけ，最低
点の５点の頻度が顕著に多くなっているため，最頻値（20点）と中央値（20
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点）よりも平均値（18点）の方が低くなっている。
３．推定方法
　以上の様な特徴を持つアンケート調査の個票を用いて，幸福感を被説明変
数とする幸福度関数の推定を行う。幸福度関数の推定方法は以下の通りであ
る。既述のとおり，今回用いる幸福感の代理指標は，主観的幸福度，生活満
足度，Diener の人生満足度であるが，これらのデータは，いずれも順序尺
度データである。被説明変数のデータが連続データではなく順位が付けられ
た質的データで捉える場合，通常の最小二乗法（OLS）では，一致性が満た
されなくなる可能性がある。このため，今回は，順序プロビットモデルによ
る推定を行う。
　Ｈが幸福感（主観的幸福度，生活満足度，Diener の人生満足度のいずれ
か），誤差項が ε，性別，年齢，所得，資産，価値観，居住地域などの個人
属性要因に関する説明変数ベクトルがＸ，各変数の推定パラメータベクトル
が α であるとき，今回想定した幸福度関数は下式のように記述できる。こ
のモデルの被説明変数を入れ替え，主観的幸福度，生活満足度，Diener の
人生満足度のそれぞれについて推定する。
　　H =αX+ε ⑴
　ここでは，幸福度指標の種類別，回答者別，及び個人属性要因に関する説
明変数種別の表記は省略している。順序プロビットモデルを用いて上式を推
定し，â と，境界値（しきい値）である μ を求める。今回の分析では，主観
的幸福度と生活満足度が０～10の値をとるため11段階の選択肢となる。一
方，Diener の人生満足度は５～35の値をとるため，31段階の選択肢となる。
例えば，n+1段階の選択肢の順序尺度データの場合は，Ｈ値を次のように記
述することが出来る。
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　　H =0  if  H≤0
 =1  if  0<H≤μ1
 =2  if  μ1<H≤μ2
　　　　　… ⑵
 =n  if  μn<H
　なお，今回採用した個人属性要因に関する説明変数は，性別，年齢，婚姻
状況，子供，世帯形態，同居状況，住居形態，最終学歴，職業，雇用形態，
失業，勤務時間の規則性，月間の休暇日数，収入6，消費支出，金融資産，負
債，健康状態，心理的ストレス，価値観，生活習慣等，社会関係資本，居
住地域である7。今回の推定で採用した説明変数は，Ohtake and Tomioka
（2004），大竹（2004），筒井・大竹・池田（2005），白石・白石（2006），白
石・白石（2007），松浦（2007），佐野・大竹（2007），山根・山根・筒井
（2008），Oshio and Kobayashi（2009）などの先行研究を参考に，データ
制約等を勘案しつつ選択を行った。
　日本人の幸福感の実証的研究のサーベイを行った辻・児玉（2019）による
と，性別，年齢・年代，婚姻状況，本人の健康状態，収入，失業・雇用不安
などは，多くの先行研究において幸福度関数の説明変数として導入されてお
り，同時に，これらの要因は多くの先行研究において安定的に有意な結果が
得られている。すなわち，先行研究ごとの幸福度指標の種類や関数構造，使
用データなどが異なろうと幸福感に対して重大な影響を及ぼす可能性が高
6 収入要因については，世帯収入，最近３年間の年収の変化，2019年の年収の変化の見
通しの３種類の説明変数を導入している。なお，世帯収入に関しては同居人数で除した等
価世帯収入を使用している。これは，たとえ世帯収入が１千万円を超える比較的裕福な家
庭でも扶養家族を多く抱える場合は，家族を養うために十分な所得水準であるとは限らな
いためである。また，所得上昇に伴う逓減効果を捉えるために，等価世帯収入の１次項に
加えて２次項（２乗項）も加えている
7  説明変数の詳細は，後掲図表３，図表４を参照
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く，幸福度関数の推定においては欠かすことのできない重要な決定要因であ
ると考えられる。子供の有無や人数，最終学歴についても同じように多くの
先行研究で説明変数として反映されているが，これらは先行研究によって有
意な結果が得られていないケースがあるため，この限りではない。ただし，
全体的には概ね有意な結果が得られているため，これらも重要な決定要因と
して位置づけられる。以上のことから，性別，年齢・年代，婚姻状況，本人
の健康状態，収入，失業・雇用不安，子供，最終学歴は，欠かすことができ
ない決定要因として本稿においても説明変数として採用した。また，住居の
形態，選好・価値観，資産状況などは，データ制約や仮説設定の違いなどの
理由により，幸福度関数モデルの説明変数として反映している先行研究はや
や少なくなるものの，複数以上の先行研究において有意かつ頑健な結果が得
られている。このため，これらの説明変数も本稿の分析で採用した。
　他方で，同居人数，家族の健康状態，習慣・宗教，心理的ストレス，社会
関係資本などの要因は，これらの説明変数をモデルに反映した先行研究にお
いて，概ね頑健かつ有意な結果が得られている。しかし，説明変数として採
用している先行研究が少なく，その重要性は判然としない。また，世帯形
態，職業・雇用形態，地域・生活環境などについては，先行研究によって推
定結果の傾向に違いがある。頑健かつ有意な結果を得られている先行研究が
ある一方で，一部の推定結果において有意な結果が得られたものの全体とし
て頑健性が認められないものや，試行した全ての推定で有意な結果が得られ
なかった先行研究があるなど，全体的に不安定な結果となっている。負債，
消費は，全国調査に基づく研究においては幸福度関数に反映していた先行研
究はなかったが，高齢者を分析対象にした松浦（2002）や結婚・出産・子育
て適齢期の女性を分析対象にした白石・白石（2006），白石・白石（2007）
などの特定の集団を対象に分析した先行研究においては説明変数として導入
されている。その結果，負債に関しては必ずしも頑健かつ有意な結果は得ら
れていないが，消費に関しては頑健かつ有意な結果を得ている。
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　すなわち，これらの決定要因については，検証回数が少ないこと，先行研
究ごとに見解がわかれていること，全国調査ではなく特定の集団を対象にし
た分析であることなどの理由で検証不足の可能性があり，後継研究によって
追加的な検証が期待される分析テーマといえよう。本稿では，同居人数，家
族の健康状態，習慣・宗教，心理的ストレス，社会関係資本，世帯形態，職
業・雇用形態，地域・生活環境，負債，消費などの要因についても説明変数
として採用し，再検証を試みることにした。
４．推定結果
　推定結果は，図表３のとおりである。まず，多くの先行研究で頑健な結果
が得られている性別，年齢，婚姻状況，健康状態（「本人の健康状態」），収
入，失業などを確認すると，被説明変数が主観的幸福度と生活満足度のケー
スでは，これらの決定要因のすべてについて有意な結果が得られた。特に，
性別（「女性」（プラス要因）），婚姻状況（「結婚経験なし」（マイナス要因），
「離別」（マイナス要因）），健康状態（「本人の健康状態」（プラス要因）），収
入（プラス要因），失業（マイナス要因）に関する変数は，有意水準１％点
において有意な結果となっている。一方，Diener の人生満足度については，
性別（「女性」（プラス要因）），婚姻状況（「結婚経験なし」（マイナス要因），
「離別」（マイナス要因）），健康状態（「本人の健康状態」（プラス要因）），失
業（「あなたご自身またはご家族が２年以内に失業する（自営業の場合は廃
業）可能性がある）」（マイナス要因））については有意な結果となったが，
年齢，失業（「現在，失業しており求職中であるが，求職活動がうまくいっ
ていない」），収入（「等価世帯収入」，「等価世帯収入の２乗」）については有
意な結果が得られなかった。同じように多くの先行研究で説明変数として反
映されている最終学歴については，３種類のいずれの幸福度指標も有意な
結果が得られなかったが，子供（「子供人数」）については結果がわかれ，主
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観的幸福度と生活満足度は有意水準５％点において有意な結果が得られてい
るのに対して，Diener の人生満足度は有意な結果ではなかった。また，住
居形態についても結果がわかれ，主観的幸福度は住居形態（「借家（一戸建
て）」（マイナス要因））において有意な結果が得られ，生活満足度は住居形
態（「借家（集合住宅）」（マイナス要因））において有意な結果が得られた
が，Diener の人生満足度はすべての住居形態において有意な結果は得られ
なかった。
　すなわち，多くの先行研究で重要性が指摘されている性別，年齢，婚姻状
況，健康状態（「本人の健康状態」），収入，失業などの決定要因は，主観的
幸福度や生活満足度を分析する上では欠かすことのできない重要因子であ
ると考えられる。ただし，Diener の人生満足度の場合は，年齢，失業（「現
在，失業しており求職中であるが，求職活動がうまくいっていない」，収入
（「等価世帯収入」，「等価世帯収入の２乗」）については有意な結果が得られ
なかったため，これらは常に重要であるとは限らない。分析対象として採用
する幸福度指標の種類によっては，それらの特性を理解した上で慎重に検討
する姿勢が必要となろう。
　他方で，先行研究の多くにおいては，必ずしも説明変数として幸福度関数
に導入されていないが，今回の推定結果においては，主観的幸福度，生活満
足度，Diener の人生満足度のいずれにおいても有意な結果が得られたもの
がある。これらを列挙すると，まず，金融資産（プラス要因）に関しては，
３種類の幸福度指標のすべての推定結果において，１次項，２次項ともに有
意水準１％点において有意な結果であった。また，健康状態（「家族の健康
状態」（プラス要因）），心理的ストレス（「普段，家事負担（炊事・洗濯・掃
除等）にストレスを感じている」（マイナス要因）），勤務時間の規則性（「自
由度の高い不規則的な勤務時間」（プラス要因））についても，３種類の幸福
度指標のすべての推定結果において有意水準１％点で有意な結果が得られ
た。
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　さらに，価値観，生活習慣等，社会関係資本に関する説明変数の多くも，
主観的幸福度，生活満足度，Diener の人生満足度のすべてにおいて有意な
結果が得られている。まず，価値観では，「貧困者への寄付率」（プラス要
因），「ほかの人の生活水準を意識している」（マイナス要因），「自分は盗難
にあうことはない」（プラス要因）などが有意な結果であった。生活習慣等
では，「自己啓発をしている」（プラス要因），「近くの公園など，憩いの場所
でくつろぐことが多い」（プラス要因），「規則正しい生活がおくれていない」
（マイナス要因），「神，仏，天使，悪霊などのスピリッチュアルなものが実
在すると信じている」（プラス要因）などが有意な結果を得た。また，社会
関係資本では，「困ったときは，親戚同士で助け合うことが多い」（プラス要
因），「困ったときは，どの様なことでも親身になって相談にのってくれる人
がいる」（プラス要因），「夕食を家族と一緒にとることが多い（目安：１週
間の夕食のうち５日以上）」（プラス要因），「知人は少ないほうだ」（マイナ
ス要因），「食事を友人・知人と一緒にとることが多い（目安：１週間に２回
以上）」（プラス要因），「メール，SNS 等で家族と連絡を取り合うことが多
い（目安：２～３日に１回以上連絡を取り合う）」（プラス要因）などが，３
種類の幸福度指標のすべての推定結果で有意な結果であった。
　既述のとおり，これらの決定要因は，先行研究の多くにおいて必ずしも採
用されていないが，いくつかの先行研究においては個別的に重要性が指摘さ
れている説明変数である。今回の推定結果においては，主観的幸福度，生活
満足度，Diener の人生満足度のすべてにおいて有意な結果が検出されたた
め，改めてその重要性が支持された形といえよう。
　また，図表４は，失業に関する２種類の説明変数（「現在，失業しており
求職中であるが，求職活動がうまくいっていない」，「あなたご自身または
ご家族が２年以内に失業する（自営業の場合は廃業）可能性がある」）と，
収入に関する４種類の説明変数（「等価世帯収入」，「等価世帯収入の２乗」，
「最近３年間（2016～2018年）の年間総収入（税込）の変化の実績」，「2018
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年と比べて2019年のあなたの年間総収入（税込）の変化の見通し」），金融
資産の２種類の説明変数（「世帯の金融資産」，「世帯の金融資産の２乗」）を
除外して改めて推定した結果である。職業に関する説明変数の「無職（失
業・求職中）」と失業に関する２種類の説明変数（「現在，失業しており求職
中であるが，求職活動がうまくいっていない」，「あなたご自身またはご家族
が２年以内に失業する（自営業の場合は廃業）可能性がある」）との間で相
関性が高いこと，また，収入，消費，資産，負債などの経済変数同士にお
いて相関性が高いことから，誤った推定に陥っていた可能性がある。このた
め，説明変数間の強い相関を回避するべく，説明変数を絞り込んだ上で再推
定を試みた。
　まず，職業に関する説明変数の「無職（失業・求職中）」の推定結果につ
いて確認すると，図表３では，主観的幸福度の結果のみ有意水準10％点に
おいて意外にもプラスで有意な結果が得られ，その他の推定結果では有意な
結果が得られなかった。これに対して，図表４においては，逆に主観的幸福
度の有意性は失われ，生活満足度と Diener の人生満足度においてマイナス
で有意な結果が得られた。
　また，消費支出の「平均消費支出」に関しては，図表３では，いずれの推
定結果においても有意な結果が得られなかったが，図表４においては，主
観的幸福度と生活満足度の推定結果において有意水準１％点で有意な結果と
なった。負債に関しては，「世帯の負債」は３種類のいずれの幸福度指標に
おいても有意な結果は得られず，生活満足度の「世帯の負債の２乗」のみ有
意水準10％点で有意な結果となるなど，全体的には頑健な結果が得られな
かった。すなわち，消費，負債に関しては，特定の集団を対象にした先行研
究である松浦（2002），白石・白石（2006），白石・白石（2007）などの結果
とほぼ同様の傾向を示したことになる。このため，消費支出に関する要因に
ついては，全国調査に基づく分析においても重要な決定要因になる可能性が
あることを示唆していよう。
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５．おわりに
　以上のように，本稿では，筆者らが独自に実施したアンケート調査をもと
に，日本人の幸福感を表す幸福度指標とその決定要因について再検証した。
先行研究において重要性が指摘された説明変数や検証不十分な説明変数，先
行研究によって検証結果が異なる説明変数等を網羅的に反映し，幸福度指標
の決定要因構造について改めて検証した。また，分析対象の幸福度指標は，
伝統的によく用いられる主観的幸福度，生活満足度に加えて，Diener の人
生満足度の３種類を採用し，これら幸福度指標の違いの影響にも着目して分
析を進めた。
　その結果，多くの先行研究において頑健な結果が得られている性別，年
齢， 婚姻状況， 本人の健康状態， 収入， 失業などの要因については，本稿の分
析においても概ね有意な結果となり，その重要性を追認する結果となった。
　他方で，一部の先行研究で有意な結果が得られている世帯の金融資産，家
族の健康状態，家事負担のストレス，勤務時間の規則性，選好・価値観，生
活習慣等，社会関係資本などの要因についても，主観的幸福度，生活満足
度，Diener の人生満足度のすべての推定結果において有意な結果が得られ
るなど，これらの決定要因の重要性を後押しする形となった。
　ただし，年齢，子供人数，住居形態などについては，主観的幸福度，生活
満足度，Diener の人生満足度のそれぞれで推定結果の傾向が異なった。す
なわち，分析対象として採用する幸福度指標の種類によって重要な決定要因
は異なる可能性があり，幸福度指標の採用とその分析には慎重なスタンスで
検証する必要があることが示唆された。
　以上のように，本稿では，独自のアンケート調査結果を用いた再検証によ
り，日本人の幸福感の実証的研究を行う上で欠かすことができない重要な決
定要因を模索した。また，幸福度指標の種類が異なっても頑健な形で有意な
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結果が得られる決定要因を明らかにするなど，先行研究では示されていない
新たな知見も見出した。これらの研究成果は，後継研究において幸福度の決
定要因構造を検討する際の参考になる可能性があろう。今後の幸福度研究の
発展に資することを期待したい。
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01
 
高
校
（
旧
制
中
学
含
む
）
0.
02
79
 
0.
46
37
 
0.
00
12
 
0.
97
50
 
0.
00
91
 
0.
80
94
 
中
学
（
旧
制
小
学
含
む
）
－
0.
02
70
 
0.
79
29
 
－
0.
03
39
 
0.
74
18
 
－
0.
14
58
 
0.
15
29
 
そ
の
他
－
0.
47
15
 
0.
41
93
 
－
0.
19
01
 
0.
74
07
 
－
0.
73
77
 
0.
22
81
 
（
備
考
）
P
値
（
Pr
ob
.）
の
右
付
け
記
号
（
*）
は
、
**
*
が
1%
有
意
、
**
が
5%
有
意
、
*
が
10
%
有
意
水
準
を
示
す
― 70 ― 18
図
表
３
　
幸
福
度
関
数
の
推
定
結
果
（
そ
の
１
）（
つ
づ
き
）
被
説
明
変
数
現
在
の
主
観
的
幸
福
度
現
在
の
生
活
満
足
度
D
ie
ne
r
の
人
生
満
足
度
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
容
種
別
C
oe
ff
ic
ie
nt
Pr
ob
.
C
oe
ff
ic
ie
nt
Pr
ob
.
C
oe
ff
ic
ie
nt
Pr
ob
.
説
明
変
数
職
業
会
社
員
・
団
体
職
員
参
照
基
準
役
員
－
0.
13
28
 
0.
32
90
 
－
0.
19
02
 
0.
16
24
 
－
0.
06
39
 
0.
63
21
 
自
営
業
0.
03
53
 
0.
69
23
 
－
0.
00
61
 
0.
94
55
 
0.
04
58
 
0.
60
32
 
専
門
職
（
医
師
・
弁
護
士
・
会
計
士
等
）
0.
16
29
 
0.
08
21
 *
0.
11
26
 
0.
22
80
 
0.
05
84
 
0.
52
57
 
公
務
員
（
教
師
・
大
学
教
員
を
除
く
）
0.
14
20
 
0.
12
53
 
0.
06
13
 
0.
50
86
 
0.
20
50
 
0.
02
48
 *
*
教
師
・
大
学
教
員
0.
05
46
 
0.
71
02
 
0.
05
65
 
0.
70
21
 
0.
14
65
 
0.
31
36
 
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
－
0.
01
21
 
0.
92
17
 
0.
02
46
 
0.
84
19
 
0.
02
15
 
0.
86
01
 
学
生
0.
34
47
 
0.
00
00
 *
**
0.
39
66
 
0.
00
00
 *
**
0.
34
89
 
0.
00
00
 *
**
専
業
主
婦
・
専
業
主
夫
0.
11
32
 
0.
07
24
 *
0.
12
53
 
0.
04
67
 *
*
0.
04
94
 
0.
42
57
 
そ
の
他
の
職
業
0.
19
81
 
0.
19
89
 
0.
08
21
 
0.
59
51
 
0.
13
77
 
0.
36
59
 
無
職
（
失
職
・
求
職
中
）
0.
14
79
 
0.
09
49
 *
0.
10
42
 
0.
24
01
 
－
0.
01
66
 
0.
85
01
 
無
職
（
定
年
退
職
・
病
気
療
養
中
）
0.
21
01
 
0.
00
21
 *
**
0.
16
15
 
0.
01
83
 *
*
0.
17
02
 
0.
01
16
 *
*
雇
用
形
態
正
社
員
･
職
員
参
照
基
準
契
約
社
員
･
職
員
0.
10
54
 
0.
13
67
 
－
0.
01
64
 
0.
81
70
 
0.
06
82
 
0.
32
99
 
派
遣
社
員
･
職
員
－
0.
03
37
 
0.
75
54
 
－
0.
02
45
 
0.
82
15
 
－
0.
00
59
 
0.
95
59
 
パ
ー
ト
･
ア
ル
バ
イ
ト
0.
08
89
 
0.
46
98
 
0.
00
74
 
0.
95
24
 
0.
03
32
 
0.
78
52
 
そ
の
他
0.
07
77
 
0.
44
56
 
0.
15
47
 
0.
12
95
 
0.
06
65
 
0.
50
76
 
失
業
現
在
、
失
業
し
て
お
り
求
職
中
で
あ
る
が
、
求
職
活
動
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
05
76
 
0.
00
00
 *
**
－
0.
06
50
 
0.
00
00
 *
**
－
0.
01
48
 
0.
24
42
 
あ
な
た
自
身
ま
た
は
ご
家
族
が
２
年
以
内
に
失
業
す
る
（
自
営
業
の
場
合
は
廃
業
）
可
能
性
が
あ
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
06
42
 
0.
00
00
 *
**
－
0.
06
85
 
0.
00
00
 *
**
－
0.
05
40
 
0.
00
00
 *
**
勤
務
時
間
の
規
則
性
規
則
的
な
勤
務
時
間
参
照
基
準
自
由
度
の
低
い
不
規
則
的
な
勤
務
時
間
0.
05
29
 
0.
36
35
 
0.
01
34
 
0.
81
80
 
0.
04
94
 
0.
39
08
 
自
由
度
の
高
い
不
規
則
的
な
勤
務
時
間
0.
09
71
 
0.
06
07
 *
0.
10
27
 
0.
04
75
 *
*
0.
18
07
 
0.
00
04
 *
**
月
間
の
休
暇
日
数
毎
月
、
休
暇
が
無
い
こ
と
が
多
い
－
0.
21
86
 
0.
01
96
 *
*
－
0.
35
60
 
0.
00
02
 *
**
－
0.
14
48
 
0.
11
68
 
毎
月
、
１
日
～
３
日
0.
00
10
 
0.
98
99
 
－
0.
01
10
 
0.
88
81
 
0.
12
60
 
0.
10
15
 
毎
月
、
４
日
～
６
日
0.
00
77
 
0.
88
62
 
－
0.
00
93
 
0.
86
42
 
0.
11
68
 
0.
02
90
 *
*
毎
月
、
７
日
～
９
日
参
照
基
準
毎
月
、
10
日
～
12
日
0.
08
35
 
0.
10
32
 
0.
11
01
 
0.
03
20
 *
*
0.
07
38
 
0.
14
49
 
毎
月
、
13
日
以
上
0.
01
72
 
0.
80
33
 
0.
06
07
 
0.
38
15
 
0.
02
35
 
0.
73
09
 
収
入
等
価
世
帯
収
入
（
万
円
）
定
量
デ
ー
タ
0.
00
06
 
0.
00
31
 *
**
0.
00
07
 
0.
00
16
 *
**
0.
00
03
 
0.
17
60
 
等
価
世
帯
収
入
の
２
乗
（
万
円
の
２
乗
）
定
量
デ
ー
タ
－
0.
00
00
 
0.
04
88
 *
*
－
0.
00
00
 
0.
01
96
 *
*
－
0.
00
00
 
0.
37
55
 
最
近
３
年
間
（
20
16
年
～
20
18
年
）
の
年
間
総
収
入
（
税
込
）
の
変
化
の
実
績
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
02
77
 
0.
02
38
 *
*
0.
03
74
 
0.
00
23
 *
**
0.
03
25
 
0.
00
70
 *
**
20
18
年
と
比
べ
た
20
19
年
の
あ
な
た
の
年
間
総
収
入
（
税
込
）
の
変
化
の
見
通
し
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
05
41
 
0.
00
01
 *
**
0.
05
29
 
0.
00
01
 *
**
0.
03
30
 
0.
01
32
 *
*
消
費
支
出
平
均
総
支
出
（
万
円
）
定
量
デ
ー
タ
0.
00
36
 
0.
16
78
 
0.
00
40
 
0.
13
05
 
－
0.
00
11
 
0.
66
57
 
平
均
総
支
出
の
２
乗
（
万
円
の
２
乗
）
定
量
デ
ー
タ
－
0.
00
00
 
0.
86
51
 
－
0.
00
00
 
0.
34
31
 
0.
00
00
 
0.
20
72
 
金
融
資
産
世
帯
の
金
融
資
産
（
万
円
）
定
量
デ
ー
タ
0.
00
01
 
0.
00
00
 *
**
0.
00
01
 
0.
00
00
 *
**
0.
00
01
 
0.
00
00
 *
**
世
帯
の
金
融
資
産
の
２
乗
（
万
円
の
２
乗
）
定
量
デ
ー
タ
－
0.
00
00
 
0.
00
16
 *
**
－
0.
00
00
 
0.
00
02
 *
**
－
0.
00
00
 
0.
00
87
 *
**
負
債
世
帯
の
負
債
（
万
円
）
定
量
デ
ー
タ
0.
00
00
 
0.
63
40
 
－
0.
00
00
 
0.
71
68
 
0.
00
00
 
0.
59
13
 
世
帯
の
負
債
の
２
乗
（
万
円
の
２
乗
）
定
量
デ
ー
タ
0.
00
00
 
0.
95
07
 
0.
00
00
 
0.
14
23
 
－
0.
00
00
 
0.
73
37
 
（
備
考
）
P
値
（
Pr
ob
.）
の
右
付
け
記
号
（
*）
は
、
**
*
が
1%
有
意
、
**
が
5%
有
意
、
*
が
10
%
有
意
水
準
を
示
す
日本人の幸福感の実証的研究（その２）
― 71 ―19
図
表
３
　
幸
福
度
関
数
の
推
定
結
果
（
そ
の
１
）（
つ
づ
き
）
被
説
明
変
数
現
在
の
主
観
的
幸
福
度
現
在
の
生
活
満
足
度
D
ie
ne
r
の
人
生
満
足
度
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
容
種
別
C
oe
ff
ic
ie
nt
Pr
ob
.
C
oe
ff
ic
ie
nt
Pr
ob
.
C
oe
ff
ic
ie
nt
Pr
ob
.
説
明
変
数
健
康
状
態
本
人
の
健
康
状
態
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
19
16
 
0.
00
00
 *
**
0.
20
21
 
0.
00
00
 *
**
0.
16
78
 
0.
00
00
 *
**
家
族
の
健
康
状
態
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
07
85
 
0.
00
00
 *
**
0.
07
06
 
0.
00
00
 *
**
0.
06
42
 
0.
00
00
 *
**
心
理
的
ス
ト
レ
ス
現
在
の
仕
事
の
勤
務
時
間
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
（
長
さ
、
時
間
帯
、
不
規
則
度
合
等
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
00
99
 
0.
48
28
 
－
0.
01
92
 
0.
17
13
 
－
0.
01
76
 
0.
20
41
 
現
在
の
仕
事
に
つ
い
て
、
責
任
の
重
さ
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
01
06
 
0.
42
74
 
0.
01
57
 
0.
23
66
 
0.
01
10
 
0.
40
22
 
通
勤
時
間
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
（
長
さ
、
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
の
辛
さ
等
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
00
83
 
0.
46
74
 
－
0.
00
21
 
0.
85
41
 
－
0.
01
65
 
0.
14
09
 
普
段
、
家
事
負
担
（
炊
事
・
洗
濯
・
掃
除
等
）
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
08
57
 
0.
00
00
 *
**
－
0.
09
16
 
0.
00
00
 *
**
－
0.
08
41
 
0.
00
00
 *
**
普
段
、
子
育
て
の
負
担
（
育
児
・
教
育
）
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
00
43
 
0.
73
34
 
0.
01
40
 
0.
27
12
 
0.
02
26
 
0.
07
14
 
普
段
、
介
護
負
担
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
01
97
 
0.
08
74
 *
－
0.
01
15
 
0.
31
89
 
0.
00
09
 
0.
93
52
 
価
値
観
貧
困
者
へ
の
寄
付
率
（
利
他
性
）
定
量
デ
ー
タ
0.
01
54
 
0.
00
22
 *
**
0.
01
56
 
0.
00
19
 *
**
0.
00
83
 
0.
09
25
 *
子
供
時
代
の
宿
題
の
時
期
（
時
間
割
引
率
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
01
18
 
0.
25
42
 
0.
01
90
 
0.
06
62
 *
0.
01
07
 
0.
29
37
 
ほ
か
の
人
の
生
活
水
準
を
意
識
し
て
い
る
（
気
に
な
る
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
08
24
 
0.
00
00
 *
**
－
0.
07
36
 
0.
00
00
 *
**
－
0.
07
08
 
0.
00
00
 *
**
お
金
を
貯
め
る
こ
と
が
人
生
の
目
的
だ
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
00
97
 
0.
40
26
 
0.
03
28
 
0.
00
46
 *
**
0.
02
56
 
0.
02
42
 *
*
で
き
る
だ
け
質
素
な
生
活
が
し
た
い
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
00
67
 
0.
55
34
 
0.
00
43
 
0.
70
40
 
0.
02
16
 
0.
05
03
 *
自
分
は
盗
難
に
あ
う
こ
と
は
な
い
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
02
07
 
0.
07
06
 *
0.
02
44
 
0.
03
29
 *
*
0.
03
44
 
0.
00
22
 *
**
明
日
に
延
ば
し
て
も
大
丈
夫
な
仕
事
は
明
日
に
す
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
02
68
 
0.
01
53
 *
*
0.
03
01
 
0.
00
65
 *
**
0.
01
24
 
0.
25
42
 
善
悪
の
判
断
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
普
遍
的
な
善
悪
の
基
準
は
な
い
と
思
う
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
01
73
 
0.
12
98
 
0.
01
47
 
0.
19
74
 
0.
02
58
 
0.
02
18
 *
**
緊
急
時
で
は
無
い
が
、
タ
ク
シ
ー
の
代
わ
り
に
救
急
車
を
呼
ん
で
も
良
い
と
思
う
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
00
44
 
0.
72
55
 
0.
00
58
 
0.
64
54
 
0.
06
23
 
0.
00
00
 *
**
で
き
る
だ
け
放
射
性
物
質
に
配
慮
し
て
食
品
を
選
ん
で
い
る
（
危
険
回
避
度
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
01
37
 
0.
10
36
 
0.
00
69
 
0.
41
35
 
0.
02
64
 
0.
00
15
 *
**
生
活
習
慣
等
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
（
町
内
の
自
治
会
活
動
等
も
含
む
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
00
49
 
0.
63
88
 
－
0.
00
04
 
0.
97
10
 
0.
01
05
 
0.
30
34
 
自
己
啓
発
を
し
て
い
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
04
52
 
0.
00
00
 *
**
0.
03
36
 
0.
00
07
 *
**
0.
06
00
 
0.
00
00
 *
**
近
く
の
公
園
な
ど
、
憩
い
の
場
所
で
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
多
い
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
03
27
 
0.
00
34
 *
**
0.
02
62
 
0.
01
86
 *
*
0.
03
64
 
0.
00
09
 *
**
規
則
正
し
い
生
活
が
お
く
れ
て
い
な
い
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
05
10
 
0.
00
00
 *
**
－
0.
05
47
 
0.
00
00
 *
**
－
0.
04
27
 
0.
00
00
 *
**
タ
バ
コ
を
毎
日
吸
っ
て
い
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
00
15
 
0.
85
84
 
－
0.
01
64
 
0.
04
80
 *
*
0.
00
45
 
0.
58
49
 
ギ
ャ
ン
ブ
ル
（
パ
チ
ン
コ
、
競
馬
、
競
輪
、
競
艇
な
ど
）
に
は
ま
っ
て
い
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
01
01
 
0.
42
37
 
－
0.
00
13
 
0.
91
66
 
0.
00
50
 
0.
68
78
 
ほ
ぼ
毎
日
、
多
量
の
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
00
98
 
0.
32
85
 
0.
01
50
 
0.
13
56
 
0.
03
46
 
0.
00
05
 *
**
神
、
仏
、
天
使
、
悪
霊
な
ど
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
が
実
在
す
る
と
信
じ
て
い
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
03
18
 
0.
00
02
 *
**
0.
02
00
 
0.
02
02
 *
*
0.
01
50
 
0.
07
69
 *
日
頃
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
多
い
（
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
も
含
む
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
01
26
 
0.
14
05
 
0.
00
68
 
0.
42
65
 
0.
00
35
 
0.
67
34
 
（
備
考
）
P
値
（
Pr
ob
.）
の
右
付
け
記
号
（
*）
は
、
**
*
が
1%
有
意
、
**
が
5%
有
意
、
*
が
10
%
有
意
水
準
を
示
す
― 72 ― 20
図
表
３
　
幸
福
度
関
数
の
推
定
結
果
（
そ
の
１
）（
つ
づ
き
）
被
説
明
変
数
現
在
の
主
観
的
幸
福
度
現
在
の
生
活
満
足
度
D
ie
ne
r
の
人
生
満
足
度
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
容
種
別
C
oe
ff
ic
ie
nt
Pr
ob
.
C
oe
ff
ic
ie
nt
Pr
ob
.
C
oe
ff
ic
ie
nt
Pr
ob
.
説
明
変
数
社
会
関
係
資
本
困
っ
た
と
き
は
、
ご
近
所
同
士
で
助
け
合
う
こ
と
が
多
い
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
00
14
 
0.
91
24
 
0.
01
26
 
0.
32
06
 
0.
02
30
 
0.
06
42
 *
困
っ
た
と
き
は
、
親
戚
同
士
で
助
け
合
う
こ
と
が
多
い
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
02
41
 
0.
03
11
 *
*
0.
02
49
 
0.
02
63
 *
*
0.
03
03
 
0.
00
58
 *
**
困
っ
た
と
き
は
、
友
人
同
士
で
助
け
合
う
こ
と
が
多
い
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
01
72
 
0.
19
27
 
－
0.
00
91
 
0.
49
28
 
－
0.
03
65
 
0.
00
51
 *
**
困
っ
た
と
き
は
、
職
場
の
上
司
・
部
下
、
同
僚
同
士
で
助
け
合
う
こ
と
が
多
い
（
仕
事
以
外
の
こ
と
も
含
め
て
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
01
80
 
0.
12
98
 
0.
01
74
 
0.
14
35
 
0.
00
71
 
0.
54
43
 
困
っ
た
と
き
は
、
ど
の
様
な
こ
と
で
も
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
11
34
 
0.
00
00
 *
**
0.
08
58
 
0.
00
00
 *
**
0.
10
89
 
0.
00
00
 *
**
朝
食
を
家
族
と
一
緒
に
と
る
こ
と
が
多
い
（
目
安
：
ほ
ぼ
毎
日
、
家
族
と
一
緒
に
と
る
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
01
91
 
0.
04
46
 *
*
0.
01
20
 
0.
20
59
 
0.
01
74
 
0.
06
36
 *
昼
食
を
家
族
と
一
緒
に
と
る
こ
と
が
多
い
（
目
安
：
１
週
間
の
昼
食
の
う
ち
５
日
以
上
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
00
77
 
0.
45
23
 
0.
00
11
 
0.
91
48
 
0.
01
54
 
0.
12
67
 
夕
食
を
家
族
と
一
緒
に
と
る
こ
と
が
多
い
（
目
安
：
１
週
間
の
夕
食
の
う
ち
５
日
以
上
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
03
59
 
0.
00
02
 *
**
0.
03
03
 
0.
00
16
 *
**
0.
01
59
 
0.
09
24
 *
友
人
は
少
な
い
ほ
う
だ
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
00
39
 
0.
81
29
 
－
0.
01
72
 
0.
29
38
 
－
0.
03
60
 
0.
02
50
 *
*
知
人
は
少
な
い
ほ
う
だ
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
04
44
 
0.
00
54
 *
**
－
0.
02
71
 
0.
08
96
 *
－
0.
05
52
 
0.
00
04
 *
**
食
事
を
友
人
・
知
人
と
一
緒
に
と
る
こ
と
が
多
い
（
目
安
：
１
週
間
に
２
回
以
上
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
02
63
 
0.
02
03
 *
*
0.
03
17
 
0.
00
52
 *
**
0.
02
56
 
0.
02
17
 *
*
電
話
で
家
族
と
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
が
多
い
（
目
安
：
２
～
３
日
に
１
回
以
上
連
絡
を
取
り
合
う
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
00
18
 
0.
86
52
 
－
0.
00
73
 
0.
48
80
 
－
0.
00
61
 
0.
55
37
 
メ
ー
ル
、
SN
S
等
で
家
族
と
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
が
多
い
（
目
安
：
毎
日
１
回
以
上
連
絡
を
取
り
合
う
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
03
12
 
0.
00
17
 *
**
0.
03
08
 
0.
00
20
 *
**
0.
02
25
 
0.
02
19
 *
*
電
話
で
友
人
・
知
人
と
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
が
多
い
（
目
安
：
２
～
３
日
に
１
回
以
上
連
絡
を
取
り
合
う
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
03
73
 
0.
00
22
 *
**
－
0.
02
63
 
0.
03
07
 *
*
－
0.
00
16
 
0.
89
42
 
メ
ー
ル
、S
N
S
等
で
友
人
・
知
人
と
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
が
多
い（
目
安
：
毎
日
１
回
以
上
連
絡
を
取
り
合
う
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
00
36
 
0.
74
68
 
0.
00
71
 
0.
51
78
 
0.
01
76
 
0.
10
51
 
居
住
地
域
東
京
23
区
参
照
基
準
一
都
三
県
（
東
京
23
区
を
除
く
）
－
0.
00
11
 
0.
97
74
 
－
0.
00
06
 
0.
98
85
 
0.
00
32
 
0.
93
52
 
政
令
指
定
都
市
（
一
都
三
県
内
の
政
令
指
定
都
市
を
除
く
）
0.
01
75
 
0.
66
72
 
0.
06
59
 
0.
10
58
 
0.
03
30
 
0.
41
01
 
そ
の
他
地
域
－
0.
02
37
 
0.
57
78
 
0.
04
85
 
0.
25
56
 
－
0.
03
09
 
0.
46
26
 
Ps
eu
do
 R
—
sq
ua
re
d
0.
13
12
0.
12
84
0.
08
10
 
ob
se
rv
at
io
ns
 
54
70
54
70
54
70
（
備
考
）
P
値
（
Pr
ob
.）
の
右
付
け
記
号
（
*）
は
、
**
*
が
1%
有
意
、
**
が
5%
有
意
、
*
が
10
%
有
意
水
準
を
示
す
日本人の幸福感の実証的研究（その２）
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図
表
４
　
幸
福
度
関
数
の
推
定
結
果
（
そ
の
２
）
被
説
明
変
数
現
在
の
主
観
的
幸
福
度
現
在
の
生
活
満
足
度
D
ie
ne
r
の
人
生
満
足
度
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
容
種
別
C
oe
ff
ic
ie
nt
Pr
ob
.
C
oe
ff
ic
ie
nt
Pr
ob
.
C
oe
ff
ic
ie
nt
Pr
ob
.
説
明
変
数
性
別
男
性
参
照
基
準
女
性
0.
21
96
 
0.
00
00
 *
**
0.
11
67
 
0.
00
14
 *
**
0.
14
80
 
0.
00
00
 *
**
年
齢
10
歳
代
0.
29
05
 
0.
05
04
 *
0.
22
82
 
0.
12
50
 
－
0.
09
05
 
0.
53
76
 
20
歳
代
0.
17
67
 
0.
00
08
 *
**
0.
17
36
 
0.
00
10
 *
**
0.
05
97
 
0.
25
09
 
30
歳
代
0.
19
71
 
0.
00
54
 *
**
0.
16
31
 
0.
02
14
 *
*
－
0.
02
65
 
0.
70
43
 
40
歳
代
参
照
基
準
50
歳
代
－
0.
00
53
 
0.
92
38
 
0.
04
31
 
0.
43
40
 
－
0.
06
81
 
0.
21
02
 
60
歳
代
0.
07
91
 
0.
17
80
 
0.
10
45
 
0.
07
57
 *
0.
00
31
 
0.
95
72
 
70
歳
代
0.
03
16
 
0.
68
97
 
0.
08
27
 
0.
29
70
 
－
0.
09
95
 
0.
20
16
 
80
歳
代
以
上
0.
16
55
 
0.
30
35
 
0.
26
05
 
0.
10
54
 
0.
15
16
 
0.
33
56
 
婚
姻
状
況
結
婚
し
て
い
る
（
初
婚
）
参
照
基
準
結
婚
し
て
い
る
（
再
婚
）
－
0.
14
48
 
0.
08
42
 *
－
0.
20
79
 
0.
01
30
 *
*
－
0.
20
89
 
0.
01
12
 *
*
結
婚
し
て
い
な
い
（
結
婚
経
験
な
し
）
－
0.
28
22
 
0.
00
00
 *
**
－
0.
25
88
 
0.
00
00
 *
**
－
0.
32
90
 
0.
00
00
 *
**
結
婚
し
て
い
な
い
（
死
別
）
－
0.
06
07
 
0.
53
78
 
－
0.
05
40
 
0.
58
41
 
－
0.
09
59
 
0.
32
40
 
結
婚
し
て
い
な
い
（
離
別
）
－
0.
20
98
 
0.
00
52
 *
**
－
0.
23
19
 
0.
00
20
 *
**
－
0.
33
49
 
0.
00
00
 *
**
子
供
人
数
子
供
人
数
（
人
）
定
量
デ
ー
タ
0.
04
22
 
0.
04
40
 *
*
0.
03
76
 
0.
07
28
 *
0.
01
47
 
0.
47
55
 
世
帯
形
態
単
独
世
帯
（
世
帯
員
が
一
人
の
み
の
世
帯
）
0.
09
06
 
0.
18
57
 
0.
12
13
 
0.
07
66
 *
0.
21
14
 
0.
00
18
 *
**
夫
婦
の
み
0.
10
10
 
0.
06
03
 *
0.
11
43
 
0.
03
38
 *
*
0.
05
45
 
0.
30
32
 
夫
婦
（
ま
た
は
片
親
）
と
未
婚
の
子
供
参
照
基
準
２
世
代
同
居
（
夫
婦
と
親
）
－
0.
00
65
 
0.
92
00
 
0.
07
76
 
0.
23
24
 
0.
12
25
 
0.
05
58
 *
３
世
代
同
居
（
夫
婦
と
そ
の
子
供
、
親
）
－
0.
03
15
 
0.
64
58
 
－
0.
08
23
 
0.
22
98
 
0.
02
93
 
0.
66
56
 
そ
の
他
親
族
（
兄
弟
・
姉
妹
、
お
じ
・
お
ば
、
い
と
こ
な
ど
）
と
の
同
居
0.
06
69
 
0.
48
48
 
0.
04
36
 
0.
64
90
 
－
0.
07
50
 
0.
43
08
 
非
親
族
（
友
人
・
知
人
な
ど
）
と
の
同
居
0.
34
26
 
0.
01
50
 *
*
0.
35
63
 
0.
01
16
 *
*
0.
31
18
 
0.
02
45
 *
*
そ
の
他
－
0.
19
10
 
0.
06
19
 *
－
0.
14
71
 
0.
15
05
 
－
0.
20
92
 
0.
04
00
 *
*
同
居
人
数
同
居
人
数
（
人
）
定
量
デ
ー
タ
－
0.
03
01
 
0.
19
64
 
－
0.
01
92
 
0.
41
10
 
－
0.
02
11
 
0.
36
02
 
住
居
持
ち
家
（
一
戸
建
て
）
参
照
基
準
持
ち
家
（
集
合
住
宅
）
－
0.
04
87
 
0.
21
80
 
0.
01
10
 
0.
78
04
 
－
0.
00
99
 
0.
80
01
 
借
家
（
一
戸
建
て
）
－
0.
24
11
 
0.
00
83
 *
**
－
0.
21
17
 
0.
02
05
 *
*
－
0.
17
10
 
0.
05
90
 *
借
家
（
集
合
住
宅
）
－
0.
10
02
 
0.
01
76
 *
*
－
0.
15
08
 
0.
00
04
 *
**
－
0.
08
51
 
0.
04
12
 *
*
寮
・
社
宅
－
0.
02
46
 
0.
81
61
 
－
0.
01
53
 
0.
88
50
 
0.
02
97
 
0.
77
56
 
そ
の
他
－
0.
05
60
 
0.
79
63
 
－
0.
05
57
 
0.
79
73
 
0.
09
13
 
0.
67
02
 
最
終
学
歴
大
学
院
－
0.
00
15
 
0.
98
18
 
0.
02
70
 
0.
67
95
 
0.
05
12
 
0.
42
72
 
大
学
参
照
基
準
短
大
・
高
専
0.
05
77
 
0.
28
62
 
0.
00
62
 
0.
90
93
 
－
0.
01
34
 
0.
80
16
 
専
門
学
校
－
0.
03
75
 
0.
46
22
 
－
0.
05
90
 
0.
24
71
 
－
0.
05
22
 
0.
29
93
 
高
校
（
旧
制
中
学
含
む
）
0.
01
38
 
0.
71
52
 
－
0.
01
81
 
0.
63
28
 
－
0.
00
54
 
0.
88
50
 
中
学
（
旧
制
小
学
含
む
）
－
0.
06
62
 
0.
51
87
 
－
0.
08
38
 
0.
41
40
 
－
0.
18
29
 
0.
07
23
 *
そ
の
他
－
0.
59
02
 
0.
30
65
 
－
0.
33
80
 
0.
55
21
 
－
0.
80
60
 
0.
18
15
 
（
備
考
）
P
値
（
Pr
ob
.）
の
右
付
け
記
号
（
*）
は
、
**
*
が
1%
有
意
、
**
が
5%
有
意
、
*
が
10
%
有
意
水
準
を
示
す
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図
表
４
　
幸
福
度
関
数
の
推
定
結
果
（
そ
の
２
）（
つ
づ
き
）
被
説
明
変
数
現
在
の
主
観
的
幸
福
度
現
在
の
生
活
満
足
度
D
ie
ne
r
の
人
生
満
足
度
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
容
種
別
C
oe
ff
ic
ie
nt
Pr
ob
.
C
oe
ff
ic
ie
nt
Pr
ob
.
C
oe
ff
ic
ie
nt
Pr
ob
.
職
業
会
社
員
・
団
体
職
員
参
照
基
準
役
員
－
0.
10
70
 
0.
42
59
 
－
0.
16
01
 
0.
23
40
 
－
0.
04
32
 
0.
74
35
 
自
営
業
－
0.
02
87
 
0.
74
72
 
－
0.
08
02
 
0.
36
85
 
0.
00
03
 
0.
99
76
 
専
門
職
（
医
師
・
弁
護
士
・
会
計
士
等
）
0.
17
16
 
0.
06
66
 *
0.
12
19
 
0.
19
12
 
0.
07
01
 
0.
44
57
 
公
務
員
（
教
師
・
大
学
教
員
を
除
く
）
0.
18
83
 
0.
04
17
 *
*
0.
11
52
 
0.
21
36
 
0.
24
05
 
0.
00
84
 *
**
教
師
・
大
学
教
員
0.
08
00
 
0.
58
60
 
0.
08
02
 
0.
58
68
 
0.
15
95
 
0.
27
20
 
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
－
0.
00
28
 
0.
98
16
 
0.
03
08
 
0.
80
27
 
0.
02
64
 
0.
82
82
 
学
生
0.
24
97
 
0.
00
04
 *
**
0.
28
65
 
0.
00
01
 *
**
0.
29
14
 
0.
00
00
 *
**
専
業
主
婦
・
専
業
主
夫
0.
03
75
 
0.
54
34
 
0.
04
43
 
0.
47
34
 
0.
01
90
 
0.
75
49
 
そ
の
他
の
職
業
0.
12
77
 
0.
40
65
 
0.
00
02
 
0.
99
90
 
0.
08
95
 
0.
55
59
 
無
職
（
失
職
・
求
職
中
）
－
0.
12
25
 
0.
13
50
 
－
0.
19
77
 
0.
01
60
 *
*
－
0.
15
19
 
0.
06
26
 *
無
職
（
定
年
退
職
・
病
気
療
養
中
）
0.
16
14
 
0.
01
52
 *
*
0.
11
11
 
0.
09
46
 *
0.
16
18
 
0.
01
36
 *
*
説
明
変
数
雇
用
形
態
正
社
員
･
職
員
参
照
基
準
契
約
社
員
･
職
員
0.
02
94
 
0.
67
60
 
－
0.
09
58
 
0.
17
25
 
0.
00
85
 
0.
90
27
 
派
遣
社
員
･
職
員
－
0.
15
89
 
0.
13
88
 
－
0.
16
01
 
0.
13
68
 
－
0.
09
53
 
0.
37
25
 
パ
ー
ト
･
ア
ル
バ
イ
ト
－
0.
01
07
 
0.
93
02
 
－
0.
09
91
 
0.
41
97
 
－
0.
03
16
 
0.
79
42
 
そ
の
他
0.
05
40
 
0.
59
48
 
0.
13
02
 
0.
20
02
 
0.
04
95
 
0.
62
12
 
失
業
現
在
、
失
業
し
て
お
り
求
職
中
で
あ
る
が
、
求
職
活
動
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
順
序
尺
度
デ
ー
タ
─
─
─
あ
な
た
自
身
ま
た
は
ご
家
族
が
２
年
以
内
に
失
業
す
る（
自
営
業
の
場
合
は
廃
業
）可
能
性
が
あ
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
─
─
─
勤
務
時
間
の
規
則
性
規
則
的
な
勤
務
時
間
参
照
基
準
自
由
度
の
低
い
不
規
則
的
な
勤
務
時
間
0.
03
91
 
0.
50
11
 
－
0.
00
38
 
0.
94
85
 
0.
03
79
 
0.
50
99
 
自
由
度
の
高
い
不
規
則
的
な
勤
務
時
間
0.
11
84
 
0.
02
18
 *
*
0.
12
47
 
0.
01
57
 *
*
0.
19
75
 
0.
00
01
 *
**
月
間
の
休
暇
日
数
毎
月
、
休
暇
が
無
い
こ
と
が
多
い
－
0.
27
84
 
0.
00
29
 *
**
－
0.
41
90
 
0.
00
00
 *
**
－
0.
18
68
 
0.
04
25
 *
*
毎
月
、
１
日
～
３
日
－
0.
04
14
 
0.
59
36
 
－
0.
05
79
 
0.
45
57
 
0.
09
52
 
0.
21
51
 
毎
月
、
４
日
～
６
日
－
0.
00
39
 
0.
94
23
 
－
0.
02
42
 
0.
65
48
 
0.
10
64
 
0.
04
66
 *
*
毎
月
、
７
日
～
９
日
参
照
基
準
毎
月
、
10
日
～
12
日
0.
08
07
 
0.
11
51
 
0.
10
73
 
0.
03
62
 *
*
0.
07
46
 
0.
13
98
 
毎
月
、
13
日
以
上
－
0.
02
92
 
0.
67
21
 
0.
00
91
 
0.
89
54
 
－
0.
00
74
 
0.
91
28
 
収
入
等
価
世
帯
収
入
（
万
円
）
定
量
デ
ー
タ
─
─
─
等
価
世
帯
収
入
の
２
乗
（
万
円
の
２
乗
）
定
量
デ
ー
タ
─
─
─
最
近
3年
間
（
20
16
年
～
20
18
年
）
の
年
間
総
収
入
（
税
込
）
の
変
化
の
実
績
順
序
尺
度
デ
ー
タ
─
─
─
20
18
年
と
比
べ
た
20
19
年
の
あ
な
た
の
年
間
総
収
入
（
税
込
）
の
変
化
の
見
通
し
順
序
尺
度
デ
ー
タ
─
─
─
消
費
支
出
平
均
総
支
出
（
万
円
）
定
量
デ
ー
タ
0.
00
79
 
0.
00
21
 *
**
0.
00
89
 
0.
00
06
 *
**
0.
00
19
 
0.
44
99
 
平
均
総
支
出
の
２
乗
（
万
円
の
２
乗
）
定
量
デ
ー
タ
－
0.
00
00
 
0.
38
81
 
－
0.
00
01
 
0.
08
83
 *
0.
00
00
 
0.
40
11
 
金
融
資
産
世
帯
の
金
融
資
産
（
万
円
）
定
量
デ
ー
タ
─
─
─
世
帯
の
金
融
資
産
の
２
乗
（
万
円
の
２
乗
）
定
量
デ
ー
タ
─
─
─
負
債
世
帯
の
負
債
（
万
円
）
定
量
デ
ー
タ
0.
00
00
 
0.
57
61
 
－
0.
00
00
 
0.
68
13
 
0.
00
00
 
0.
65
65
 
世
帯
の
負
債
の
２
乗
（
万
円
の
２
乗
）
定
量
デ
ー
タ
0.
00
00
 
0.
77
07
 
0.
00
00
 
0.
05
56
 *
0.
00
00
 
0.
95
35
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図
表
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幸
福
度
関
数
の
推
定
結
果
（
そ
の
２
）（
つ
づ
き
）
被
説
明
変
数
現
在
の
主
観
的
幸
福
度
現
在
の
生
活
満
足
度
D
ie
ne
r
の
人
生
満
足
度
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
容
種
別
C
oe
ff
ic
ie
nt
Pr
ob
.
C
oe
ff
ic
ie
nt
Pr
ob
.
C
oe
ff
ic
ie
nt
Pr
ob
.
説
明
変
数
健
康
状
態
本
人
の
健
康
状
態
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
19
92
 
0.
00
00
 *
**
0.
20
95
 
0.
00
00
 *
**
0.
17
41
 
0.
00
00
 *
**
家
族
の
健
康
状
態
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
08
43
 
0.
00
00
 *
**
0.
07
68
 
0.
00
00
 *
**
0.
06
89
 
0.
00
00
 *
**
心
理
的
ス
ト
レ
ス
現
在
の
仕
事
の
勤
務
時
間
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
（
長
さ
、
時
間
帯
、
不
規
則
度
合
等
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
01
18
 
0.
40
12
 
－
0.
02
07
 
0.
13
93
 
－
0.
01
84
 
0.
18
28
 
現
在
の
仕
事
に
つ
い
て
、
責
任
の
重
さ
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
01
28
 
0.
33
57
 
0.
01
77
 
0.
18
33
 
0.
01
23
 
0.
34
82
 
通
勤
時
間
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
（
長
さ
、
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
の
辛
さ
等
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
01
02
 
0.
36
85
 
－
0.
00
48
 
0.
67
14
 
－
0.
01
83
 
0.
10
38
 
普
段
、
家
事
負
担
（
炊
事
・
洗
濯
・
掃
除
等
）
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
08
44
 
0.
00
00
 *
**
－
0.
08
99
 
0.
00
00
 *
**
－
0.
08
42
 
0.
00
00
 *
**
普
段
、
子
育
て
の
負
担
（
育
児
・
教
育
）
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
01
81
 
0.
15
01
 
－
0.
00
26
 
0.
83
40
 
0.
01
29
 
0.
29
96
 
普
段
、
介
護
負
担
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
02
98
 
0.
00
94
 *
**
－
0.
02
24
 
0.
05
17
 *
－
0.
00
46
 
0.
68
34
 
価
値
観
貧
困
者
へ
の
寄
付
率
（
利
他
性
）
定
量
デ
ー
タ
0.
01
80
 
0.
00
03
 *
**
0.
01
88
 
0.
00
02
 *
**
0.
01
02
 
0.
03
86
 *
*
子
供
時
代
の
宿
題
の
時
期
（
時
間
割
引
率
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
01
95
 
0.
05
89
 *
0.
02
75
 
0.
00
76
 *
**
0.
01
67
 
0.
10
07
 
ほ
か
の
人
の
生
活
水
準
を
意
識
し
て
い
る
（
気
に
な
る
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
08
86
 
0.
00
00
 *
**
－
0.
08
07
 
0.
00
00
 *
**
－
0.
07
64
 
0.
00
00
 *
**
お
金
を
貯
め
る
こ
と
が
人
生
の
目
的
だ
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
01
76
 
0.
12
57
 
0.
04
25
 
0.
00
02
 *
**
0.
03
33
 
0.
00
32
 *
**
で
き
る
だ
け
質
素
な
生
活
が
し
た
い
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
00
64
 
0.
56
99
 
0.
00
41
 
0.
71
15
 
0.
02
04
 
0.
06
36
 *
自
分
は
盗
難
に
あ
う
こ
と
は
な
い
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
02
05
 
0.
07
20
 *
0.
02
39
 
0.
03
62
 *
*
0.
03
48
 
0.
00
19
 *
**
明
日
に
延
ば
し
て
も
大
丈
夫
な
仕
事
は
明
日
に
す
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
03
01
 
0.
00
65
 *
**
0.
03
37
 
0.
00
23
 *
**
0.
01
51
 
0.
16
53
 
善
悪
の
判
断
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
普
遍
的
な
善
悪
の
基
準
は
な
い
と
思
う
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
02
24
 
0.
04
88
 *
*
0.
02
07
 
0.
06
92
 *
0.
02
86
 
0.
01
06
 *
*
緊
急
時
で
は
無
い
が
、
タ
ク
シ
ー
の
代
わ
り
に
救
急
車
を
呼
ん
で
も
良
い
と
思
う
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
00
77
 
0.
53
38
 
－
0.
00
82
 
0.
50
82
 
0.
05
46
 
0.
00
00
 *
**
で
き
る
だ
け
放
射
性
物
質
に
配
慮
し
て
食
品
を
選
ん
で
い
る
（
危
険
回
避
度
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
01
42
 
0.
09
12
 *
0.
00
75
 
0.
37
55
 
0.
02
68
 
0.
00
13
 *
**
生
活
習
慣
等
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
（
町
内
の
自
治
会
活
動
等
も
含
む
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
01
44
 
0.
16
37
 
－
0.
01
09
 
0.
29
30
 
0.
00
45
 
0.
65
92
 
自
己
啓
発
を
し
て
い
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
04
71
 
0.
00
00
 *
**
0.
03
61
 
0.
00
03
 *
**
0.
06
25
 
0.
00
00
 *
**
近
く
の
公
園
な
ど
、
憩
い
の
場
所
で
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
多
い
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
01
37
 
0.
20
93
 
0.
00
59
 
0.
58
95
 
0.
02
51
 
0.
01
95
 *
*
規
則
正
し
い
生
活
が
お
く
れ
て
い
な
い
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
06
78
 
0.
00
00
 *
**
－
0.
07
27
 
0.
00
00
 *
**
－
0.
05
34
 
0.
00
00
 *
**
タ
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コ
を
毎
日
吸
っ
て
い
る
順
序
尺
度
デ
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タ
－
0.
00
35
 
0.
67
48
 
－
0.
01
87
 
0.
02
33
 *
*
0.
00
23
 
0.
78
12
 
ギ
ャ
ン
ブ
ル
（
パ
チ
ン
コ
、
競
馬
、
競
輪
、
競
艇
な
ど
）
に
は
ま
っ
て
い
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
01
72
 
0.
17
14
 
－
0.
00
96
 
0.
44
55
 
0.
00
18
 
0.
88
58
 
ほ
ぼ
毎
日
、
多
量
の
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
01
12
 
0.
26
42
 
0.
01
65
 
0.
10
12
 
0.
03
55
 
0.
00
03
 *
**
神
、
仏
、
天
使
、
悪
霊
な
ど
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
が
実
在
す
る
と
信
じ
て
い
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
02
21
 
0.
00
98
 *
**
0.
00
88
 
0.
30
41
 
0.
00
73
 
0.
38
62
 
日
頃
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
多
い
（
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
も
含
む
）
順
序
尺
度
デ
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タ
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61
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05
85
 *
0.
01
13
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18
35
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00
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44
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（
備
考
）
P
値
（
Pr
ob
.）
の
右
付
け
記
号
（
*）
は
、
**
*
が
1%
有
意
、
**
が
5%
有
意
、
*
が
10
%
有
意
水
準
を
示
す
― 76 ― 24
図
表
４
　
幸
福
度
関
数
の
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結
果
（
そ
の
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つ
づ
き
）
被
説
明
変
数
現
在
の
主
観
的
幸
福
度
現
在
の
生
活
満
足
度
D
ie
ne
r
の
人
生
満
足
度
カ
テ
ゴ
リ
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内
容
種
別
C
oe
ff
ic
ie
nt
Pr
ob
.
C
oe
ff
ic
ie
nt
Pr
ob
.
C
oe
ff
ic
ie
nt
Pr
ob
.
説
明
変
数
社
会
関
係
資
本
困
っ
た
と
き
は
、
ご
近
所
同
士
で
助
け
合
う
こ
と
が
多
い
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
01
39
 
0.
26
95
 
－
0.
00
47
 
0.
70
73
 
0.
01
38
 
0.
26
38
 
困
っ
た
と
き
は
、
親
戚
同
士
で
助
け
合
う
こ
と
が
多
い
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
02
32
 
0.
03
78
 *
*
0.
02
39
 
0.
03
23
 *
*
0.
03
03
 
0.
00
58
 *
**
困
っ
た
と
き
は
、
友
人
同
士
で
助
け
合
う
こ
と
が
多
い
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
01
68
 
0.
20
27
 
－
0.
00
93
 
0.
48
20
 
－
0.
03
72
 
0.
00
42
 *
**
困
っ
た
と
き
は
、
職
場
の
上
司
・
部
下
、
同
僚
同
士
で
助
け
合
う
こ
と
が
多
い
（
仕
事
以
外
の
こ
と
も
含
め
て
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
00
86
 
0.
46
25
 
0.
00
76
 
0.
51
70
 
0.
00
34
 
0.
77
16
 
困
っ
た
と
き
は
、
ど
の
様
な
こ
と
で
も
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
12
57
 
0.
00
00
 *
**
0.
09
98
 
0.
00
00
 *
**
0.
11
84
 
0.
00
00
 *
**
朝
食
を
家
族
と
一
緒
に
と
る
こ
と
が
多
い
（
目
安
：
ほ
ぼ
毎
日
、
家
族
と
一
緒
に
と
る
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
01
86
 
0.
05
07
 *
0.
01
18
 
0.
21
51
 
0.
01
69
 
0.
07
08
 *
昼
食
を
家
族
と
一
緒
に
と
る
こ
と
が
多
い
（
目
安
：
１
週
間
の
昼
食
の
う
ち
５
日
以
上
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
00
52
 
0.
60
90
 
－
0.
00
16
 
0.
87
48
 
0.
01
58
 
0.
11
47
 
夕
食
を
家
族
と
一
緒
に
と
る
こ
と
が
多
い
（
目
安
：
１
週
間
の
夕
食
の
う
ち
５
日
以
上
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
03
97
 
0.
00
00
 *
**
0.
03
50
 
0.
00
03
 *
**
0.
01
84
 
0.
05
08
 *
友
人
は
少
な
い
ほ
う
だ
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
00
47
 
0.
77
33
 
－
0.
01
73
 
0.
28
97
 
－
0.
03
52
 
0.
02
79
 *
*
知
人
は
少
な
い
ほ
う
だ
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
05
42
 
0.
00
07
 *
**
－
0.
03
84
 
0.
01
57
 *
*
－
0.
06
14
 
0.
00
01
 *
**
食
事
を
友
人
・
知
人
と
一
緒
に
と
る
こ
と
が
多
い
（
目
安
：
１
週
間
に
２
回
以
上
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
02
74
 
0.
01
56
 *
*
0.
03
29
 
0.
00
36
 *
**
0.
02
69
 
0.
01
55
 *
*
電
話
で
家
族
と
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
が
多
い
（
目
安
：
２
～
３
日
に
1回
以
上
連
絡
を
取
り
合
う
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
0.
00
30
 
0.
77
70
 
－
0.
01
19
 
0.
25
32
 
－
0.
00
88
 
0.
39
07
 
メ
ー
ル
、
SN
S
等
で
家
族
と
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
が
多
い
（
目
安
：
毎
日
１
回
以
上
連
絡
を
取
り
合
う
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
0.
03
26
 
0.
00
10
 *
**
0.
03
20
 
0.
00
13
 *
**
0.
02
33
 
0.
01
72
 *
*
電
話
で
友
人
・
知
人
と
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
が
多
い
（
目
安
：
２
～
３
日
に
１
回
以
上
連
絡
を
取
り
合
う
）
順
序
尺
度
デ
ー
タ
－
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03
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0.
00
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 *
**
－
0.
02
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0.
02
95
 *
*
－
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0.
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メ
ー
ル
、
SN
S
等
で
友
人
・
知
人
と
連
絡
を
取
り
合
う
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と
が
多
い
（
目
安
：
毎
日
１
回
以
上
連
絡
を
取
り
合
う
）
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尺
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デ
ー
タ
0.
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0.
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0.
01
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0.
19
45
 
0.
02
18
 
0.
04
40
 *
*
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住
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域
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京
23
区
参
照
基
準
一
都
三
県
（
東
京
23
区
を
除
く
）
－
0.
00
08
 
0.
98
45
 
－
0.
00
25
 
0.
95
02
 
0.
00
15
 
0.
97
06
 
政
令
指
定
都
市
（
一
都
三
県
内
の
政
令
指
定
都
市
を
除
く
）
0.
01
38
 
0.
73
29
 
0.
05
87
 
0.
14
77
 
0.
03
03
 
0.
44
76
 
そ
の
他
地
域
－
0.
03
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0.
03
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0.
46
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－
0.
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0.
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参考図表　アンケート調査の回答者属性
性別
度数 ％
男性 2730 49.9
女性 2740 50.1
合計 5470 100.0
年齢階層
度数 ％
10代 64 1.2
20代 1806 33.0
30代 314 5.7
40代 712 13.0
50代 784 14.3
60代 1259 23.0
70代 477 8.7
8代以上 54 1.0
未記入
その他
合計 5470 100.0
居住地域
度数 ％
１＝東京23区 1351 24.7
２＝一都三県（東京23区を除く） 1378 25.2
３＝政令指定都市（一都三県内の政令指定都市を除く） 1388 25.4
４＝その他地域 1353 24.7
無回答
合計 5470 100.0
性・年代
度数 ％
男性18─29歳 938 17.1
男性30─59歳 893 16.3
男性60歳以上 899 16.4
女性18─29歳 932 17.0
女性30─59歳 917 16.8
女性60歳以上 891 16.3
無回答
合計 5470 100.0
― 78 ― 26
地方区分
度数 ％
北海道 265 4.8
東北 219 4.0
関東 2847 52.0
北陸 125 2.3
中部 469 8.6
近畿 925 16.9
中国 211 3.9
四国 67 1.2
九州 342 6.3
未記入
その他
合計 5470 100.0
婚姻状況
度数 ％
結婚している（初婚） 2617 47.8
結婚している（再婚） 166 3.0
結婚していない（結婚経験なし） 2228 40.7
結婚していない（死別） 152 2.8
結婚していない（離別） 307 5.6
無回答
合計 5470 100.0
子供人数
度数 ％
０人（子供はいない） 2917 53.3
１人 730 13.3
２人 1347 24.6
３人 421 7.7
４人 47 0.9
５人 3 0.1
６人以上 5 0.1
無回答
合計 5470 100.0
日本人の幸福感の実証的研究（その２）
― 79 ―27
同居人数
度数 ％
１人暮らし 1233 22.5
２人暮らし 1700 31.1
３人暮らし 1303 23.8
４人暮らし 884 16.2
５人暮らし 252 4.6
６人暮らし 66 1.2
７人暮らし以上 32 0.6
無回答
合計 5470 100.0
世帯形態
度数 ％
単独世帯（世帯員が一人のみの世帯） 1234 22.6
夫婦のみ 1283 23.5
夫婦（または片親）と未婚の子供 2024 37.0
２世代同居（夫婦と親） 306 5.6
３世代同居（夫婦とその子供、親） 318 5.8
その他親族（兄弟・姉妹、おじ・おば、いとこなど）との同居 133 2.4
非親族（友人・知人など）との同居 60 1.1
その他 112 2.0
無回答
合計 5470 100.0
住居形態
度数 ％
持ち家（一戸建て） 2453 44.8
持ち家（集合住宅） 1104 20.2
借家（一戸建て） 139 2.5
借家（集合住宅） 1639 30.0
寮・社宅 112 2.0
その他 23 0.4
無回答
合計 5470 100.0
― 80 ―
最終学歴
度数 ％
大学院 283 5.2
大学 2716 49.7
短大・高専 491 9.0
専門学校 529 9.7
高校（旧制中学含む） 1333 24.4
中学（旧制小学含む） 114 2.1
その他 4 0.1
無回答
合計 5470 100.0
職業
度数 ％
会社員・団体職員 1844 33.7
役員 65 1.2
自営業 326 6.0
専門職（医師・弁護士・会計士等） 139 2.5
公務員（教師・大学教員を除く） 134 2.4
教師・大学教員 52 1.0
パート・アルバイト 731 13.4
学生 376 6.9
専業主婦・専業主夫 915 16.7
その他の職業 62 1.1
無職（失職・求職中） 223 4.1
無職（定年退職・病気療養中） 603 11.0
無回答
合計 5470 100.0
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